中学校国語科説明的文章を分かりやすく書くための授業方法の工夫 ： 推敲活動と「読むこと」「書くこと」の関連指導を手立てとして by 宮本  将幸
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特定の課題についての学修の成果
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ているl。 さらに、『 中学校学習指導要領解説 国語編』では、各学年における「書











































































































































































自らの文章を自分 1人で読み返すだけでは、どうしても甘い評価 となって し
まい、改善点を見つけにくい。相互評価を取 り入れ ることにより、 自分では気
づかない間違いや改善点を見つけることができる。また、他人の作文にある欠
点を見つけることによ り、そ うい う欠点を避けるように自覚 させ ることができ
る。

































































































指摘している20。 首藤久義 (2004)の論では、推敲とは評価に応 じて修正する
19『伝え合う言葉 中学国語 1』教育出版 2012 pp.162‐182
20中冽正尭「表現指導に生きる評価の実際」『国語科評価論と実践の課題』
全国大学国語教育学会編 明治図書 1984 p.101
筆者の分類 解説 光村図書 東京書籍 教育出版 三省堂
学年 1 2 3 1
?
? 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
?
? 主題の明確 さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
?




○ 〇 ○ ○
?
? 文や段落の長 さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
文体 (常体・敬体)
の統一
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
主語 と述語の対応 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
言葉の意味の間違い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
?
? 誤宇脱字 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
句読点や符号の使
い方
○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第1章 分かりやすい文章を書く授業の構想
という営みであり、「取材、構想、記述のすべてにわたって行われる自己評価で























































23勝俣敦「自己評価を用いた作文指導」『実践国語研究』明治図書 2004 No.259 pp.171‐181

























































バ リングをし、後でどの部分をどのように推敲 し、直 したのかを一日で
判断できるようにさせている。
12























































































































































書  1995 p.19
29 同上  pp.28‐9
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第 1章 分かりやすい文章を書く授業の構想
材の指導後、作文作成のための資料を使 つて、理解教材 を表現に活か していく










また、説明文指導において 「『 書 くために読む』 とい う学習過程を構成するこ













の表現に活か してい くとともに、書いた文章を、 目的や相手を意識 して、自ら







































第 1節 授 業計 画
第 1項 対象と実施時期













6。 「昆虫」と 鶉 」の両方の立場に立たせるための「擬人化した表明」を使用している
このように本教材には分か りやすく説明するための工夫点が多くある。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































個数 0～4 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～40 40～44
人数 1 2 7 7 8 6 0 1 1


































































見直 して書 くためのヒン トを与え
る。





























授業の後半では、まず、授業者が工夫点を取 り入れて作成 した例文 (図2-



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































36「ィルカの眠り方」『国語 三上 わかば』光村図書所収教材 2011









































今回の実習で取 り扱 う5つの観点 (誤字脱字・文体の統一・一段落一内容








































































































































































































































































































































































































































































































































図2-7 例文 「イルカの眠 り方」
40
第Ⅱ章 実践授業 I

















原稿用紙 。評価シー ト・振り返リシート・アンケー ト用紙 (作文についての
意識調査)
(6)本時の展開 (第10時)





























































ー トの観点に基づいて評価させた。前時で提示 した評価の観点 (誤字脱字 。文
体の統一 。一段落一内容 。一文の長さ。主題の明確さ)をもう一度確認 した後、




次頁に生徒が記入 した評価シー ト (図2-8)を示す。
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第Ⅱ章 実践授業 I














































































































第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内容 構成 表現 表記 壱成月 合計 内 容 構 成 表 現 表IE壱成燿 合計 内容 構成 表現 表記 宅成層 合計
男子
S-1 1 2 2 2 1
S‐2 1 1 1 7 1
S-3 l 1 1 1 2 1
S-4 0 1 1 C 1
S-5 1 1 7 0
S-6 1 1 1 1 C 1 2
S-7 2 2 1
S-8 0 0 1 1 C 1 : 2 1 1 1
S-9 1 1 1 1 l
S-10 1 0 1 1 1 1
S 1 1 1 C : 2 1
S-12 1 1 2 1 2 9 2 2
S 3 1 1 2 1
0 0 C 2 1 1 1 7 2 1 2
S 5 0 1 1 : 0 , 1 1 1
女子
1 1 1 0 1 2 0 1 6 1 2 2 1 1
1 1 1 2 9 2 2 1 2
1 1 2 7 1 1
1 C 1 1 2 2 2 1
S-20 1 C | 1 0 1 1 1 1 7
S-21 1 C 1 4 1 1 1 0 1 2 2 1 1 1
S-22 1 1 1 1 1 1 1
S-23 0 1 1 1 1 1 l 1 2 2 1 7
S-24 0 1 : 1 1 4 1 1 1 1
S-25 0 1 1 1 2 1 1 2 2 2 2
0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
S-27 0 0 1 0 1 1 1 ! 2 2 1 7
S-28 0 0 1 1 2 2 1 1 1
S-29 1 : 0 1 1 1 1
S-30 0 1 2 :
S-31 0 0 1 1 0 1 1 1 1 ! 1 1
2 1 1 2 2 2 1 1 2 2 : 2







0点(人 1 3 0 5 ! : 1
1点(人










































































































































1次作文 2次作文   t検定
平均      0.69
SD    O.68
N=26


















1次作文 2次作文   t検定
平均   0.85   1.42    N=26
















1次作文 2次作文   t検定
平均   1.00   1.54    N=26












1次作文 2次作文   t検定
平均   1.00   1.04    N=26













2次作文 最終作文   t検定
平均   1.33   1.48    N=27
SD    O.62    0.57     t(26)=2.726*
*P<.05  **P<.01
構成
2次作文 最終作文   t検定
平均   1.37   148    N=27
SD    O.69    0.57     t(26)=2.126*
*P<.05  *キP<.01
表現
2次作文 最終作文   t検定
平均   1.52   1.74    N=27





























































































夫 している所が見られる。 しかし、まだ文体の統一ができていない。 したがつ
て、授業者の評価では、以下のように変化 した (表2-10)。
表2-10 S-14の評価点
第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内 容 構成 表現 表 記 象膚 日 合計 内容 構成 表現 表記 合計 内容 構 成 表現 表記 =綸目 合計







































































た りして、より分か りやすい文章にすることや、話題 を 「中学校 と小学校の勉
強の違い」 と「中学校になって減つてくるもの」の2つに絞つてお り、主題が
明確になってことなどが挙げ られる。
なお、「精心力」 とい う字が第 1次作文の段階か ら間違ってお り、授業後個別








第 1次作 文 第2次作文 最終作文
内容 構成 表現 表 記 記成劇 合計 内容 構成 表 現 表記 常講 ロ 合 計 内 容 構 成 表現 表 記 =講饉 合計





内容 構成 表現 表記 宅成層 合計 数 テーマ
S-1 1 2 2 1 10 明 石
S-2 2 1 1 1 自分
S-3 1 1 1 0 1 26 学 校
S-4 0 1 1 0 0 22 自分
S-5 1 1 1 1 1 学 校
S-6 1 1 1 1 0 4 15 学 校
S-7 1 1 0 2 6 26 明 石
男子 S-8 0 0 1 1 0 29 自分
S-9 自分
S-10 C 1 C 1 学校
S― 1 1 0 20 明 石
S― 2 1 1 学校
S― 3 0 1 自分
S― 0 C ! 1 0 2 16 明 石
S― 5 C 1 1 0 2 20 明 石
女子
S― 1 1 1 C 0 自分
S― 7 1 2 1 1 43 自分
S― 1 0 1 0 4 10 学校
S― 1 1 1 0 1 明 石
S-20 0 0 0 1 13 学 校
S-21 1 1 1 0 1 4 自分
S-22 1 1 1 1 1 20 自分
S-23 0 1 1 1 10 明 石
S-24 C 1 1 1 1 20 学 校
S-25 C 1 1 2 1 5 学 校
S-26 C 1 1 1 C 3 24 自分
S-27 C 0 1 2 C 3 学 校
S-28 C 0 2 1 自分
S-29 1 0 1 0 1 学 校
S-30 13 自分
S,31 0 0 1 1 C 自分
S-32 1 1 学 校
S-33 1 1 1 1 1 5 自分
マ ッピングの個数が第 1次作文の内容に影響 しているかを調べるため、マ ッ


























マ ッピングを支持する記述を書いている者は 33名中 11名(33.3%)であつ

















。ナンバ リング(一つ 日は、二つ 目は)
。具体的な数字
。例示              ・対比
・段落と段落をつなぐ接続語    。論の構造 (問い～説明～答え)
58
第 Ⅱ章 実践授業 l
第 1次作文 と第 2次作文において、どれだけ教材文の工夫点を活用 している
かを調べた(表2-15・16)。作文の中で活用 している工夫′点があれば○をつけて
いる。なお、S-9とS-30は第 1次作文を提出 していないため分析対象か ら










































































S-1 ○ ○ 〇 〇 4
??
〇 〇
S-2 ○ 〇 0 ○ ○ ○ ○ 4
S-3 0 ○ ○ ○ ○ 4
S-4 0 ○ ○ 2
S-5 ○ ○ ○ ○ 3
S-6 〇 1 ○ ○ 2
S-7 0 ○ ○ ○ 3
S-8 0 0 0 0 3
S― ○ 1 ○ ○ 2
S― 1 ○ ○ 2 ○ ○ 2
S― ○ 1 ○ ○ ○
S― ○ ○ ○ 0 ○ ○ ○ 4
S― C ○ ○ ○ 3
S― C ○ ○ 0 0 4
女 子
S― C ○ ○ ○ 3
S― 7 ○ ○ 2 ○ 〇 2
S― C ○ 1
S― 9 0 ○ ○ 2
S-20 0 0 0 2
S-21 ○ 1 〇 ○ 2
S-22 0 ○ 〇 2
S-23 ○ 1 ○ ○ 2
S-24 0 0 ○ 2
S-25 ○ 1 ○ ○ ○ 〇 4
S-26 ○ 1 0
S-27 ○ 1 ○ 〇 2
S-28○ 1 ○ ○ ○ 3
S-29 ○ 1
S-31 0 ○ ○ ○ 3
S-32 ○ ○ ○ 3 〇 〇 ○ 3
S-33 0 0




個数 0個 1個 2個 3個 4個
人数 (1次) 15人 10人 2人 3人 1人
人数 (2次) 1`人 3人 12人 10人 5人
全ての工夫点において、活用 している生徒の数が増えてお り、工夫点を2個
以上活用している生徒は6人から27人に増えた。また、少 し言葉を付け足すな



















究所が実施 した 「特定の課題に関する調査 国語 (2005)」37を参考に、「書く
こと」に関するアンケー ト (全11項目)を作成 した (図2-14)。2時間日と
10時間目に調査をし、意識の変容を比較するために、対応のあるt検定を行い
考察した。
37対象 :小学校第4～6学年、中学校第1～3学年 調査実施日:平成 17年












文童を等 {‐しき、伝えit ■ヽしをiまつき,をき,で尋 ,tム,
てしヽる
=
う 文華を書くLき、「です 。ます曇、「でキる 。た」を費い分ilで書1
■1ヽる
=









評価の観点に関連のある項 目は 5・ 6。 7・8である。以下に t検定の結果
を示す (表2-17)。
表2-17  t検定の結果 (項目5・ 6・ 7・8)
5.文章を書くとき、伝えたいことをはつきりとさせて書くようにしている。
事前   事後  t検定
平均    3.43    3.73  N=129






















3.89   N=129









3.78   N=129















































































































































































































































時 学習活動・内容 指導上の留意点 授業の工夫
2 ○作文を自己評価する。




















































































































評価の観点を具体的に示 した評価シー ト (図3-1)を作成 し、自己評価や
相互評価の際に活用させることにした。 自己評価シー トと相互評価シー トは同
じ観点で評価できるようにしている。ただし、相互評価シー トでは評価者と作
者の名前を記入する部分を設けている。また、自己評価シー トは 「自己評価の






















話 し合 うことにより、自分の作文の改善点に気づいた り、自分の考えが明確に
なったりできると考えたからである。
④推敲の練習と実施




















































































































図3-1 評価シー ト (相互評価シー ト)
72
第Ⅲ章 実践授業Ⅱ



































































































































































































































































アンケート用紙 (作文についての意識調査)、 手引き (ワークシー ト)、 自己
評価シート、自己評価シー ト記入例、振り返リシート
(6)本時の展開 (第2時)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































的なア ドバイスを書いていない相互評価シー トが、72枚中 11枚見 られたからで
ある。4分では短すぎて、ア ドバイスを書 く時間が無かったのではないかと考
察する。 もう少 し、ゆとりをもつた時間設定に していれば、ア ドバイスを書 く
ことができていたのではないだろうか。
































































































































内容 構 成 表現 表 記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成趙 合 計 増減
男子
S-1 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 7 0
S-2 ?? 2 0 2 0 0 2 0
S-3 2 1 2 1 2 2 1 2 1 1
S-4 2 1 0 2 1 2 2 2 2 1
S-5 1 0 0 2 2 2
S-6 1 1 1 1 1 1 1 1 0
S-7 1 2 1 1 1 6 2 2 1 2 1 8 2
S-8 1 2 2 2 2 2 2
S-9 0 1 2 0 0 2 0 0
S― 1 2 0 0 2 1 1 1 6 2
S― 1 1 2 1 0 1 2 2 2 2 1 4
S― 1 1 0 0 1 0
S― 0 1 0 1 0 2 0 1 2 1 0 4
S― 1 1 0 1 2 1 1 2 2 4
S― 2 0 2 2 1 2 1
?
?
S― 1 0 1 2 1
?
?
S― 1 0 0 0 1 1 3
S― 1 2 2 2 2 2 2 10 8
女子
S― 1 2 1 2 1 7 2 2 1 2 1 8
S-20 1 2 2 1 2 2 2 2
S-21 1 1 0 1 1 2 2
S-22 1 2 1 1 2 7 1 2 2 1 2 8 1
S-23 1 2 1 0 1 2 1 1 1 6 1
S-24 2 2 2 2 2 2 2 10
S-25 2 2 2 2 2 2
S-26 1 2 0 1 5 1 2 1 2
S-27 1 2 2 1 2 2 2
?
?
S-28 2 2 2 2 2 1
S-29 1 2 1 2 1 7 2 2 1
?
? 1
S-30 1 1 2 1 1 2 1 2 1 7 1
S-31 2 2 2 1 2 1 8 2






0点(人) 3 8 8 4 3 0 1 0 3
1点(人) 25 13 22 24 9 19 9 20
2点(人) 4 18 2 13 4 18 23 23 9
合計点 33 49 26 37
?











1次作文 最終作文   t検定
平均   1.03   1.47    N=32















表3-5 生徒が考えたタイ トル例 (内容)
第1次作文      最終作文
①コンクール   → 努力があつての感動
②大切な試合   → 「次への一歩」
③柔道部での日々  → 先輩の引退、そして大会






1次作文 最終作文   t検定
平均   153   1.72    N=32
SD    O.57    0.46     t(31)=2.675・
*P<.05  **P<.01














1次作文 最終作文   t検定
平均   0.81   1.34    N=32














1次作文 最終作文   t検定
平均   1.16   1.72    N=32











































































































































































































































































































もう一人の評価者 S‐15は、ア ドバイスがどの項 目か分かるように番号を書い
ていないが、それぞれのカテゴリーに対 して、S‐31と同 じように具体的にア ド
バイスを書いている。
S‐15は主題をはつきりさせるために「タイ トルは『テニス部での日々』とか





























































































































































































































内容 構成 表現 表記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成農 合計

































































































































































































































































































内容 構成 表現 表記 完成度 合計 内容 構成 表現 表記 完成度 合計
1 1 1 2 1 C 2 1 2 2 2 9













内 容 構 成 表記 ⑨その他



















S― 2 1 4
S-2 0





S-11 2 1 3
S-13 0
S-16 1
S-20 1 i 3








S-31 2 1 3





















― 卜にコメン トを書いていない4人を引いた 16人の中で、最終作文に反映 して
いる生徒は9人いた。一方、自己評価シー トにコメン トを書いているのに、最
終作文に反映されていない生徒が7人いることになる。その1つの理由として、
自己評価シー トに書いたが、もう一度熟考 した結果、自己評価シー トは反映さ
せなかつたのではないかと考えられる。
(2)相互評価シー トの分析









相 互 「Elン¨―ト 内容 成 表記 ③その他































S-1S-4 * 0 1 0
S-17 0
S-23 1





S-5S-151 1 1 1 4
S-31 1 1






S-8S-11* 1 * 1 * *
S-30 1
S-9S-25 1 * * : 0
S-29 1 1
S-10S-12 * ホ * * 0 0
S-21 * * 0
S-11S-8 1 1
S-30 2 3













































S-15S-5 1 1 * ホ
S-31 2
S-16S-22 * 1 申












S-22S-10 1 3 1
S-26 * * 1
S-23S-1 1 * 1 2 1
S-4 * 0
S-17ネ 0
S-24S-14 1 2 4
S-18 2








S-28S-6 * * 0 1 !
S-7 率 * * 0
S-20 1 :
S-29S-9 0 1 1
S-25 :
S-30S-8 2 3 1
S-11 ホ ホ * ネ 0
S-31S-5 1 3 5 2
S-15 2
S-32S-2 1 1 2
S-131 1

































生徒 S-4 S-5 S-11S-14S-15S-16S-17S-18S-27
指摘された数 5 10 6 8 4 6 9 10 6




第3項 振り返 リシー トの分析





3時の振 り返 リシー トを分析する。分析の結果は以下の通 りである (表3-14)。


















つた。振 り返 リシー トの記述は以下のとお りである。ただし、S‐5については、
下線部分が該当する記述である。































































































































また、実践授業 Iでは自己評価シー トを、実践授業Ⅱでは自己評価シー トと













































































大村はま『大村はま国語教室 第5巻 書くことの計画と指導の方法』筑摩書房 1983
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謙光社 No。13 1967 pp.53‐61
高森邦明「作文指導における加筆・批評作業の構造 ―評価活動の一類型として
―」







































































先行実践分析 0・ 。・ 。・ 0。・・・・・ 。・・ 。・・・ 。・ 。・ 01～8








実践者 木口敦子 (第六学年 )
単元名 意見文を書こう一結論に結びつく明確な根拠を選んで一
単元計画 1 いろいろな形式の意見文の例を読み、自分たちが書く意見文のイメージをも
2.3提示 された教材文を読み取 りながら、文章構成や段落の役割を分析 し、意見
文の基本的な書き方を 「そ うだつたのか !意見文」にまとめる。
4.5意見文の構成を考え、決定する。
6「そ うだつたのか !意見文」に沿つて、一段落ずつ文章を書き、第 1次原稿を
仕上げる。


















本論 (なか)・・・意見の根拠 となる事実 *「なか」の根拠は二つ以上
(まとめ)。・・事実の共通点のまとめ・感想
結論 (むすび)。・・「まとめ」を受けて 「はじめ」の答えとなる意見を書く。






























































































































































































・順序 自己評価 。相互評価→自己評価 。相互評価
・観点 ①主張や意見の明確化  ②主張や意見の一貫性  ③理由の妥当性



















1 土佐 山について調べたことや意見の中か ら、市長 さんに伝えたいことを
選択 しカー ドに記録する。
2 教材文を参考に、構成の仕方を話 し合 う。
3 実際に新聞記事を書いている人に紹介文の書き方を聞く。
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振 り返 リシー トと第2次作文を回収する。
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価シー トの書き方を理解する。     |を書けばいいのかを提示する。
・ 自己評価カー ドに従 つて評価 させ、評価
10 16自己評価シー トの観点に従つて自分の |の理由を書かせる。



































































7振り返リカー ドを記入する。     |・相互評価シー ト、振り返リカー ドを回
収する。
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第2学年 国語科学習指導案 4/4
1 本時の目標
。自己評価と相互評価をもとに、より分かりやすく最終作文を書くことができる。【「書
くこと」(ウ)】
。自己評価と相互評価をもとに、書き直すところを検討して、加筆 。修正することが
できる。【「書くこと」(工)】
2 本時の展開
時間 学習活動 指導上の留意点
5
10
15
10
10
1.漢字テス トをする。
2.推敲記号を使い自分の作文を推敲す
る。
3.自己評価と相互評価をもとに、書き直
しをする。
単元を振 り返り感想を書く。
アンケー トを書く。
・推敲は赤色のペンで行わせる。
。早く推敲ができた者は書き直しをさ
せる。
。相互評価で出された改善策を参考に
させる。
・相互評価で指摘された箇所を書き直
すかどうかは自分で考えることを伝
える。
。原稿用紙は生徒が推敲している時に
配布しておく。
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